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（－７人）
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６，８００人
７，４３４人
１４，２３４人
４，７３５世帯
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（94．6%）
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（81．1%）
（54．1%）
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（件）（2月28日現在）
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宮　本　　宏
前　田　多喜恵
宮　﨑　一　美
谷　中　ミヅヱ
井　上　　浩
中　﨑　清　直
　森　　みさ枝
西　野　義　孝

滝～島之瀬間が２車線に！

　2月26日（土）、第
７回町体育協会杯
ゲートボール大会
（町体協主催）が、
西本庄グラウンド
（西本庄）で行われ
ました。12チームが
参加して熱戦の結
果、優勝は梅里
チーム、準優勝は
本庄チームでした。
優勝した梅里チー
ムのメンバーは、次
の皆さんです。

　3月15日（火）、第6回町
内ファミリーバドミントン大
会（町体育協会主催）
が、上南部小体育館で開
催されました。大会には27
人が参加、9チームを編成
してリーグ戦を行いまし
た。熱戦の結果、優勝
チームのメンバーは次の
皆さんです。
森恵美子　西山昌吾　
谷前敦子（敬称略）

町体育協会杯ゲートボール大会で
梅里チームが優勝

町内ファミリーバドミントン大会を開催

　3月9日（水）、第8回町
内夜間男女混合ソフト
バレーボール大会（町
体育協会主催）が、上
南部小体育館で開催さ
れました。8チーム（約50
人）が参加して熱戦の
結果、「Ｎ．Ｙボンバース」
が優勝しました。準優勝
は「金長炭」でした。優
勝した「Ｎ．Ｙボンバー
ス」チームのメンバー
は、次の皆さんです。

男女混合ソフトバレーボール大会を開催

　このほど観光施設整備事業により、島ノ瀬
ダム管理事務所横の既設トイレに木造平屋建
ての多目的トイレを増築しました。

梅里チームの皆さん

（多惠子）
（ 繁 蔵 ）
（ 和 弘 ）
（ 貞 雄 ）
（ 恭 子 ）
（ 一 夫 ）
（ 　 信 ）
（ 節 ）

蕨野睦尋　城戸勅雄　園出敏雄　安村龍彦　丸橋誠也 
西山美也子　桂由美　丸橋さよ子　佃早苗　　　（敬称略）

安井一雄、坂本眞一、久保昇太郎、岡田政吉、永井三佐男（敬称
略）

国道４２４号南部川谷拡幅で
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国
に
お
き
ま
し
て
は
、
政
権

交
代
が
行
わ
れ
て
１
年
半
、
政

権
公
約
の
大
き
な
柱
と
し
て
地

方
重
視
の
姿
勢
が
打
ち
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
法
案
の
成

立
を
見
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
経
済
情
勢
に
つ
き
ま
し

て
は
、
景
気
は
足
踏
み
状
態
と

な
っ
て
お
り
、
失
業
率
も
高
水

準
に
あ
る
な
ど
依
然
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て

は
、
新
成
長
戦
略
実
現
に
向
け

た
緊
急
総
合
経
済
対
策
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
べ
町
と
し
ま
し
て
は
、

地
域
経
済
の
厳
し
い
状
況
を
踏

ま
え
、
こ
う
し
た
国
の
補
正
予

算
を
活
用
し
て
学
校
施
設
の
耐

震
化
工
事
と
い
っ
た
社
会
資
本

整
備
な
ど
過
去
最
大
規
模
の
補

正
予
算
案
を
今
議
会
に
提
出
し

て
お
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
デ
フ
レ
傾
向

に
よ
る
経
済
情
勢
の
低
迷
は
み

な
べ
町
内
に
お
い
て
も
深
刻
な

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

事
態
で
あ
り
、
新
年
度
の
税
収

に
も
大
き
く
影
響
が
出
て
来
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

尚
、
国
に
お
き
ま
し
て
も
新

年
度
予
算
や
予
算
関
連
法
案
に

つ
い
て
非
常
に
厳
し
い
局
面
に

あ
り
、
今
後
国
の
動
き
に
注
視

し
た
対
応
が
必
要
に
な
る
も
の

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
み
な
べ
町

　

生
活
排
水
に
つ
い
て
は
、
公

共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排

水
事
業
・
合
併
浄
化
槽
事
業
の

３
事
業
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
普
及
率
は
21
年
度
末

で
全
国
平
均
73
・
７
％
で
あ
る

　３月３日から開会した平成 23 年第１回定
例町議会の冒頭、小谷町長が報告した平成 23
年度施政方針の概要を紹介します。

み
な
べ
町
長

小　

谷　

芳　

正

環
境
か
ら
築
く
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

生
活
排
水
対
策

と
し
て
新
年
度
予
定
の
事
業
で

可
能
な
限
り
国
の
経
済
対
策
に

呼
応
し
、
年
度
の
壁
を
越
え
て

公
共
事
業
の
前
倒
し
な
ど
を
積

極
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
関
係
法
令
等
の
成
立

後
、
速
や
か
に
対
応
し
て
参
り

ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

みなべ浄化センターの増設工事が現在施工中です

の
に
対
し
、
和
歌
山
県
で
は
19
・

５
％
、
み
な
べ
町
で
は
34
・
２
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も

引
き
続
き
処
理
区
域
の
拡
大
、

処
理
施
設
の
拡
張
を
行
い
ま
す
。

　

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
、

全
国
で
85
・
７
％
、
和
歌
山
県

50
・
１
％
、
み
な
べ
町
84
・
３
％

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
加
入

促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

尚
、
古
川
の

水
質
汚
濁
対

策
の
一
環
と
し

て
、
農
集
排
と

公
共
下
水
と
の

接
続
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き

進
め
て
参
り
ま

す
。

　

こ
の
事
に
よ

り
、
梅
干
加
工

排
水
の
処
理
に

つ
い
て
も
、
二

次
処
理
は
下
水

道
処
理
施
設
で

対
応
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
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ご
み
対
策

　

水
道
事
業

便
利
・
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

防
災
対
策

　

少
子
化
対
策

東部配水池の新設改良工事が現在施工中です

　

廃
棄
物
（
ご
み
）
対
策
は
、

現
在
の
焼
却
施
設
の
今
後
に
つ

い
て
抜
本
的
対
策
の
必
要
性
を

深
く
認
識
の
上
、
経
費
節
減
も

含
め
、
本
問
題
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

尚
、
不
法
投
棄
も
後
を
絶
た
な

い
の
で
、
環
境
監
視
員
を
置
き
こ

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

簡
易
水
道
事
業
と
上
水
道
事
業

の
２
つ
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
統
合
を
図
る
為
、

現
在
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
中

　

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

南
海
・
東
南
海
地
震
な
ど
に
備

え
各
公
共
施
設
等
に
つ
い
て
引

　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
小
児

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

一
部
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
引

き
続
き
実
施
し
、
発
病
予
防
及

び
重
症
化
防
止
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
本
年
は
、
乳
幼
児

の
細
菌
性
髄
膜
炎
の
原
因
と
な

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
ヒ

ブ
）
と
小
児
肺
炎
球
菌
に
対
す
る

ワ
ク
チ
ン
と
子
宮
頸
ガ
ン
に
つ

な
が
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

水門の設置が予定されている堺川の河口

れ
ら
の
防
止
に
尚
一
層
の
啓
発
・

指
導
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
今
後
の
料

金
体
系
の
一
本

化
も
含
め
て
事

業
の
一
本
化
を

進
め
て
参
り
ま

す
。

　

又
、
水
量
不

足
を
解
消
す
る

為
、
現
在
東
部

配
水
池
に
ま
ず

１
池
目
の
増
設

を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
後

現
施
設
を
撤
去

し
、
新
年
度
で

残
る
２
池
目
を

増
設
し
、
本
年

度
中
に
完
成
予

定
で
進
め
て
お

り
ま
す
。

き
続
き
耐
震
改
修
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

　

又
、
町
内
各
地
区
自
主
防
災

会
の
相
互
の
連
携
を
密
に
し
、

地
震
そ
の
他
の
災
害
に
よ
る
被

害
の
防
止
及

び
軽
減
を
図

る
た
め
「
み

な
べ
町
自
主

防
災
会
連
絡

協
議
会
」
が

設
置
さ
れ
、

防
災
意
識
の

啓
発
や
防
災

訓
練
の
実
施

等
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
て

お
り
、
特
に

本
年
は
、
海

岸
部
・
平
野

部
・
山
間
部

で
の
モ
デ
ル

地
区
で
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
に
つ

い
て
計
画
さ

れ
て
お
り
ま

す
。

　

災
害
時
に

は
、
先
ず
自
分
の
命
は
自
分
で

守
っ
て
頂
き
、
次
に
地
域
の
皆
様

方
で
助
け
合
っ
て
頂
け
る
様
な
組

織
づ
く
り
と
な
り
ま
す
よ
う
町
と

関
係
機
関
も
含
め
て
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
災
害
弱
者
等
の
為
の
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
や
家

具
転
倒
防
止
金
具
の
取
り
付
け

に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
津
波
・
高
潮
危

機
管
理
対
策
と
し
て
、
堺
川
河

口
の
水
門
に
つ
い
て
工
事
に
取

り
か
か
る
予
定
で
す
。
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６
次
産
業
の
振
興
・
交
流
産
業
の
振
興

　

う
め
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

景
気
の
低
迷
に
よ
り
売
れ
行
き

不
振
が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

健
康
食
品
と
し
て
の
梅
の
効
能

に
つ
い
て
脂
肪
細
胞
分
化
抑
制

に
つ
い
て
和
歌
山
県
立
医
科
大

学
と
共
同
研
究
を
行
い
、
梅
の

消
費
宣
伝
に
つ
な
げ
る
と
共
に
、

流
通
・
販
売
の
拡
大
を
図
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

う 

め 

産 

業

　

山
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

森
林
の
持
つ
水
源
か
ん
養
・
国

土
保
全
・
自
然
環
境
な
ど
、
公

益
的
機
能
の
保
全
の
た
め
の
事

業
に
つ
き
ま
し
て
も
促
進
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

備
長
炭
に
つ
き
ま
し
て
も
、

デ
フ
レ
傾
向
で
全
て
の
産
業
が

低
迷
す
る
中
、
備
長
炭
だ
け
が

何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
る
状

　

山 

産 

業

　

海
産
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
漁
獲
量
の

確
保
を
図
る
為
、
稚

魚
の
中
間
育
成
や
放

流
な
ど
を
進
め
る
と

共
に
漁
場
の
再
生
事

業
等
資
源
管
理
型
漁

業
の
推
進
を
図
り
、

み
な
べ
の
魚
の
普
及

や
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

　

又
、
岩
代
漁
港
施

設
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
も
引
き
続
き
事

業
を
行
い
、
本
年
度

で
完
了
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

海 

産 

業

　

商
工
振
興
に
つ
き

ま
し
て
は
、
長
引
く

デ
フ
レ
不
況
に
よ
る

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変

　

商 

工 

振 

興

　

観
光
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

み
な
べ
町
観
光
協
会
と
連
携
し

な
が
ら
観
光
資
源
の
開
発
や
体

験
型
修
学
旅
行
の
誘
致
に
力
を

入
れ
て
、一
人
で
も
多
く
の
方
々

に
み
な
べ
町
へ
来
て
頂
き
、
外

貨
の
導
入
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

※
６
次
産
業
と
は
、
１
、２
、３

は
足
し
て
も
掛
け
て
も
６
に
な

る
こ
と
か
ら
、
農
林
漁
業
の
１

次
産
業
、
食
品
加
工
の
２
次
産

業
、
流
通
・
販
売
の
３
次
産
業

を
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産

業
が
協
力
し
合
い
高
め
合
っ
て
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
表
し
ま
す
。

　

観 

光 

産 

業

岩
代
漁
港
施
設
整
備
工
事
が

　
　
　

引
き
続
き
施
工
中
で
す

化
、
規
制
緩
和
に
よ
る
郊
外
型

大
型
店
舗
の
進
出
、
価
格
破
壊

な
ど
に
よ
り
販
売
額
が
減
少
し
、

自
助
努
力
だ
け
で
は
活
性
化
が

困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

商
工
会
と
連
携
し
経
営
体
質
を

　

健
康
づ
く
り
事
業
と
し
ま
し
て

は
、
疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
に
努
め
る
と
共
に
、
特
定

健
診
の
自
己
負
担
金
を
廃
止
し
（
無

　

健
康
づ
く
り
事
業

料
）、
ま
た
新
た
に
前
立
腺
ガ
ン
検

診
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
）（
無
料
）
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
直
接
町
の
予
算
と
は
関
係

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
県
立
医
大
よ

り
、
特
定
健
診
時
に
動
脈
硬
化
の

検
査
を
行
っ
て
も
ら
う
予
定
で
進

め
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、将
来
の
脳
血
管
疾
患
、

心
疾
患
、
腎
疾
患
等
の
発
病
を
予

防
し
、
医
療
費
の
抑
制
や
住
民
の

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
つ
き
ま
し
て

は
、平
成
22
年
度
中
に
16
歳
（
高

１
）
の
女
子
を
対
象
に
１
回
目

接
種
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
こ
れ
ら
３
ワ
ク

チ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
自
己
負

担
な
し
で
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

況
で
す
の
で
、
不
足
気
味
の
原

木
対
策
に
つ
い
て
、
森
林
組
合

や
備
長
炭
生
産
者
組
合
と
共
に

取
り
組
ん
で
行
き
、
更
な
る
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
に
努
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

改
善
・
強
化
し
て
い
く
た
め
、
小

企
業
経
営
改
善
資
金
の
利
子
補

給
を
引
き
続
き
行
い
、
経
営
の

安
定
化
を
図
る
と
共
に
、
商
工

会
が
３
ヶ
年
計
画
で
実
施
し
て

い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
に
対
し
、
半
額
の
助
成
を
行

い
、
消
費
拡
大
対
策
を
図
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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人
に
や
さ
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

　

国
道
４
２
４
号
に
つ
い
て
は

東
本
庄
～
島
之
瀬
間
の
南
部
川

谷
工
区
も
完
了
し
、
近
く
（
３

月
６
日
）
供
用
開
始
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
残
る
清
川
地

区
内
の
未
改
良
区
間
に
つ
き
ま

し
て
は
、
実
施
設
計
も
始
ま
っ

　

国　

道

　

町
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社

会
資
本
の
整
備
を
総
合
的
に
支

　

町　

道

心
豊
か
に
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り

　

学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
為

に
、
学
力
向
上
、
指
導
方
法
改

善
工
夫
等
に
非
常
勤
講
師
を
増

員
し
４
名
配
置
す
る
と
共
に
、

特
別
支
援
学
級
等
に
対
応
す
る

た
め
の
介
助
員
も
増
員
し
９
名

と
充
実
し
た
く
計
画
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実

　

良
好
な
教
育
環
境
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
残
る
施
設
の

耐
震
改
修
工
事
と
耐
震
補
強
工

事
を
行
い
、
安
心
し
て
教
育
を

受
け
ら
れ
る
施
設
の
充
実
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

合
併
協
議
の
中
で
検
討
さ
れ

ま
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
建
築
に

　

教
育
環
境
の
整
備

　

人
権
学
習
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
差
別
の
な
い
明
る
い

町
づ
く
り
の
た
め
に
、
引
き
続

き
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
啓

発
活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

人
権
学
習
の
推
進

　

以
上
、
主
な
施
策
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
地
方

分
権
の
進
展
等
に
よ
っ
て
、

み
な
べ
町
を
取
り
巻
く
行

財
政
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
町
民
の
声
や
要

望
に
耳
を
傾
け
、
町
民
の

目
線
に
立
っ
た
施
策
展
開

を
図
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

町
議
会
を
始
め
、
関
係
機

関
・
関
係
団
体
、
更
に
は

町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
平
成
23
年
度
の
施
政

方
針
と
致
し
ま
す
。

町道埴田堺線の法面保護工事が予定されています

整備が予定されている町学校給食センター

つ
き
ま
し
て

は
、
先
ず
本
年

度
実
施
設
計
か

ら
取
り
か
か
り

順
次
整
備
を
進

め
て
参
り
た
く

考
え
て
お
り
ま

す
。

　

学
童
保
育
所

に
つ
き
ま
し
て

は
、
保
護
者

の
方
々
の
就
労

形
態
の
変
化
か

ら
希
望
が
多
く

な
っ
て
お
り
、

新
年
度
は
60
名

程
度
が
入
所
を

希
望
さ
れ
て
お

ら
れ
る
為
、
職
員
を
増
員
し
て

安
心
し
て
働
け
る
体
制
を
作
っ

て
参
り
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

て
お
り
、
今
後
は
地
元
の
促
進

協
議
会
と
一
体
と
な
っ
て
、
一

日
も
早
く
生
命
の
道
の
完
成
に

向
け
て
努
め
て
参
り
ま
す
。

援
す
る
事
に
よ

り
、
交
通
の
安

全
の
確
保
と
そ

の
円
滑
化
、
生

活
環
境
の
整
備

等
を
図
る
為

に
、
平
成
22
年

度
に
創
設
さ
れ

た
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金

事
業
に
よ
り
、

引
き
続
き
埴
田

堺
線
の
法
面
保

護
を
行
う
と
共

に
、
町
内
の
橋

梁
の
長
寿
命
化

の
た
め
の
安
全

点
検
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。
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平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
、
８
特
別
会
計
（
水
道
事
業
会

計
含
む
）
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出

を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
総
括
は
下
表
の
通
り
）

　

一
般
会
計
は
、
財
政
の
健
全
化
を
基
本
に
、
後
年
度
へ
の

財
政
負
担
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
編
成
し
ま
し
た
。
新
町
ま

ち
づ
く
り
計
画
で
の
懸
案
事
業
が
ピ
ー
ク
を
超
え
た
こ
と
や
、

国
の
政
策
に
よ
り
平
成
22
年
度
に
前
倒
し
で
実
施
す
る
事
業

が
あ
っ
た
た
め
、
平
成
23
年
度
の
予
算
額
は
昨
年
度
よ
り

８
億
９
０
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
特
別
会
計

で
増
加
し
、
公
共
下
水
道
事
業
や
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

で
昨
年
度
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
は
、
昨
年
度
よ

り
２
６
２
９
万
２
千
円
減
少

し
ま
し
た
。
町
税
は
、
町
民

税
な
ど
が
増
え
１
４
４
５
万

２
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

繰
入
金
は
、
地
域
づ
く
り
基

金
２
億
１
７
９
万
５
千
円
、

公
共
施
設
整
備
基
金
２
０
０

０
万
円
な
ど
を
取
り
崩
し
た

も
の
で
す
。

　

性
質
別
歳
出
で
は
、
子
ど

も
手
当
等
の
関
係
で
、
人
件

費
、
扶
助
費
、
物
件
費
な
ど

一
般
会
計
・
歳
入

会 計 名 平成２３年度 平成２２年度 増減額 増減率
一　　 般　　 会　　 計 73 億 8,000 万円 82 億 7,000 万円 ▲ 8億 9,000 万円 ▲ 10.8%
特　　 別　　 会　　 計 46 億 5,553 万 4 千円 46 億 9,714 万１千円 ▲ 4,160 万 7 千円 ▲ 0.9%
国 民 健 康 保 険 19 億 2,783 万 7 千円 19 億 478 万 4 千円 2,305 万 3 千円 1.2%
後 期 高 齢 者 医 療 2億 4,439 万 5 千円 2億 5,119 万 7 千円 ▲ 680 万 2 千円 ▲ 2.7%
老 人 保 健 0円 116 万 5 千円 ▲ 116 万 5 千円 ▲ 100.0%
介 護 保 険 12 億 3,055 万 3 千円 11 億 5,839 万 6 千円 7,215 万 7 千円 6.2%
住宅新築資金等貸付事業 2,709 万 3 千円 1,194 万 9 千円 1,514 万 4 千円 126.7%
農 業 集 落 排 水 事 業 2億 8,774 万 6 千円 2億 9,363 万 8 千円 ▲ 589 万 2 千円 ▲ 2.0%
公 共 下 水 道 事 業 8億 4,660 万 9 千円 9億 4,617 万 9 千円 ▲ 9,957 万円 ▲ 10.5%
簡 易 水 道 事 業 9,130 万 1 千円 1億 2,983 万 3 千円 ▲ 3,853 万 2 千円 ▲ 29.7%

合 計 120 億 3,553 万 4 千円 129 億 6,714 万 1 千円 ▲ 9億 3,160 万 7 千円 ▲ 7.2%

平成２３年度　みなべ町当初予算総括表

平
成
23
年
度

73
億
８
，０
０
０
万
円

一般会計、特別会計 （▲は減額・率）

収 益 的 収 入 1億 4,599 万 1 千円 1億 4,708 万円 ▲ 108 万 9 千円 ▲ 0.7%

収 益 的 支 出 1億 2,369 万 8 千円 1億 3,331 万 6 千円 ▲ 961 万 8 千円 ▲ 7.2%

資 本 的 収 入 6,273 万 7 千円 1億 861 万 7 千円 ▲ 4,588 万円 ▲ 42.2%

資 本 的 支 出 2億 6,284 万 6 千円 2億 8,430 万 9 千円 ▲ 2,146 万 3 千円 ▲ 7.5%

水道事業会計　（資本的収支の不足額は積立金等で補填します）

の
消
費
的
経
費
は
、
昨
年
度

よ
り
５
０
４
９
万
７
千
円
増

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
債

の
元
利
償
還
金
で
あ
る
公
債

費
は
２
０
４
８
万
７
千
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
投
資
的

経
費
は
、
９
億
２
８
４
８
万

１
千
円
の
減
、
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
は
、
９
４
０
万
１

千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
歳
出
で
は
、
民
生

費
は
子
ど
も
手
当
等
に
よ
り

増
、
衛
生
費
は
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
再
生
工
事
の

終
了
に
伴
い
減
、
農
林
水
産

業
費
は
黒
潮
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

ン
区
域
農
用
地
総
合
整
備
事

業
の
完
了
に
よ
り
減
、
教
育

費
は
岩
代
小
学
校
舎
改
築
工

事
の
完
了
に
伴
い
減
少
し
て

い
ま
す
。（
歳
入
と
性
質
別
歳

出
は
左
ペ
ー
ジ
、
目
的
別
歳

出
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

一
般
会
計
当
初
予
算
は

一
般
会
計
・
歳
出

　

依
存
財
源
は
、
平
成
22
年

度
に
建
設
事
業
を
前
倒
し
実

施
し
た
関
係
で
、
国
庫
支
出

金
、
町
債
が
減
少
し
た
た
め

８
億
６
３
７
０
万
８
千
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
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町税
13億9,207万5千円
（18.9％）

繰入金
2億5,064万5千円（3.4％）

繰越金
4,000万円（0.5％）

自主財源
19億4,163万5千円
（26.3％）

地方消費税交付金ほか
2億6,350万円（3.6％）

依存財源
54億3,836万5千円
（73.7％）

町　債
5億6,010万円
（7.6％）

県支出金
5億8,650万5千円
（7.9％）

国庫支出金
6億2,826万円
（8.5％）

地方交付税
34億円
（46.1％）

諸収入ほか
8,340万7千円（1.1％）

（2.4％）
使用料及び手数料ほか
1億7,550万8千円

一般会計
歳入総額
73億8,000万円

一般会計歳入
２２年度当初予算との比較

（▲ 8億 9,000 万円減）

■自主財源
　	 ▲ 2,629 万 2 千円減
町税　	 1,445 万 2 千円増
繰入金	 2,805 万 3 千円増
繰越金　　	▲ 6,000 万円減
その他	 ▲ 879 万 7 千円減
■依存財源
　	▲ 8億 6,370 万 8 千円減
地方交付税　	 増減なし
町債　	▲ 7億 7,360 万円減
国庫支出金　
	 ▲ 1 億 6,190 万 4 千円減
県支出金　
	 6,139 万 6 千円増
その他　			 1,040 万円増

町　税
２２年度当初予算との比較

（1,445 万 2 千円増）

町民税　　　	 3,799 万 4 千円増
固定資産税　	▲ 1,399 万 8 千円減
軽自動車税　	 80 万 8 千円増
たばこ税　　▲ 1,076 万 6 千円減
入湯税　　　	 41 万 4 千円増

一般会計・性質別歳出
２２年度当初予算との比較
（▲ 8億 9,000 万円減）

■消費的経費　5,049 万 7 千円増
　人件費　▲ 6,510 万 2 千円減 /補助費等　
▲ 2,815 万 5 千円減 /物件費　7,138 万 9 千円
増 /扶助費　7,166 万 5 千円増 /維持補修費
70 万円増
■投資的経費　▲ 9億 2,848 万 1 千円減
　普通建設事業費　▲ 9億 2,848 万 1 千円減
■その他　▲ 1,201 万 6 千円減
　公債費　▲ 2,048 万 7 千円減 /繰出金　940
万 1 千円増（国民健康保険など特別会計へ）
/予備費　増減なし /積立金　▲ 93 万円減

町税
13億9,207万5千円

町民税
4億8,957万7千円
（35.2％）

固定資産税
7億7,243万1千円
（55.5％）

入湯税
2,712万7千円（1.9％）

たばこ税
6,213万1千円（4.5％）

軽自動車税
4,080万9千円
（2.9％）

一般会計
性質別歳出
73億8,000万円

人件費
11億6,025万1千円
（15.7％）

扶助費
7億2,071万円
（9.8％）

物件費
12億9,769万1千円
（17.6％）

消費的経費
40億431万7千円
（54.2％）

その他
26億4,730万7千円
（35.9％）

投資的経費
7億2,837万6千円
（9.9％）

繰出金
8億9,734万8千円
（12.2％）

積立金 238万円
予備費 1,000万円

（0.2％）

補助費等
8億2,236万5千円
（11.1％）

公債費
17億3,757万9千円
（23.5％）

普通建設事業費
7億2,837万6千円
（9.9％）

維持補修費
330万円
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一般会計
目的別歳出
73億8,000万円

総務費
6億8,712万8千円
（9.3％）

民生費
17億5,263万6千円
（23.8％）

農林水産業費
10億7,608万8千円
（14.6％）

衛生費
5億8,674万円
（8.0％）

予備費
1,000万円（0.1％）

議会費
1億419万8千円（1.4％）

公債費
17億3,757万9千円
（23.5％）

教育費
5億4,928万円
（7.4％）

消防費
2億7,600万8千円

（3.7％）

土木費
5億4,261万4千円

（7.4％）
商工費 5,772万9千円（0.8％）

■議会費　1億 419 万 8 千円（2,191 万 6 千円増）
■総務費　6億 8,712 万 8 千円（▲ 5,400 万 2 千円減）
財産管理費　3,681 万 7 千円
交通安全対策費　765 万 6 千円
地籍調査事業費　1億 3,687 万 1 千円
無線放送管理費　886 万 1 千円
地域公共交通対策費 1,603 万 6 千円（コミバス等運行
業務委託料 810 万円など）　
選挙費　962 万 4 千円（県議会議員一般選挙費　924
万 1 千円など）
■民生費　17 億 5,263 万 6 千円（7,185 万 6 千円増）
社会福祉総務費　3億 7,251 万 3 千円
老人福祉費　9,585 万 7 千円
保険医療費　5億 8,151 万 7 千円
児童福祉総務費　3億 4,497 万 1 千円
保育所費　3億 4,699 万 6 千円
■衛生費　5億 8,674 万円（▲ 2億 9,652 万 3 千円減）
保健衛生総務費　9,140 万 5 千円（公立紀南病院組合
分賦金　6,045 万 1 千円など）
予防費 7,138 万 5 千円（予防接種委託料　5,406 万 6 千
円など）
環境衛生費　1 億 8,547 万 7 千円（一般廃棄物収集運
搬委託料　6,831 万 8 千円・田辺市周辺衛生施設組合
負担金　6,351 万 8 千円など）
塵芥処理費　1 億 5,545 万 6 千円（施設維持補修工事
費　3,486 万円など）
■農林水産業費　10 億 7,608 万 8 千円（▲ 6,267 万 4
千円減）
うめ振興費　7,744 万円
南紀用水事業費　1億 7,459 万 1 千円
中山間地域等直接支払事業費　1億 5,510 万 7 千円
農地費　1 億 1,783 万 5 千円（小倉谷地区農免農道整
備工事　8,930 万円など）
農用地総合整備事業費　1,527 万 2 千円
備長炭振興費　1,507 万 8 千円
水産業総務費　1,062 万 3 千円
漁村再生交付金事業費　5,826 万 2 千円（岩代漁港施
設整備工事費　5,000 万円など）
津波危機管理対策緊急事業費　7,760 万 4 千円（堺漁
港海岸津波対策工事費 7,000 万円など）
■商工費　5,772 万 9 千円（▲ 419 万 4 千円減）
商工総務費　3,397 万円
観光総務費　1,454 万 9 千円
鶴の湯管理事業費　921 万円
■土木費　5億 4,261 万 4 千円（▲ 8,437 万 5 千円減）

一般会計歳出（目的別）主な項目と予算額
［（）内は２2年度当初予算との比較］

道路橋梁総務費　5,232 万 2 千円
道路新設改良費　1,494 万 4 千円
社会資本整備総合交付金事業費 8,353 万 1 千円（町道
埴田堺線工事費 5,620 万円など）
河川総務費　442 万 3 千円（河川維持補修工事費　250
万円など）
住宅管理費　1,789 万 8 千円
地域住宅交付金事業費 1億 2,003 万円（猪野団地住宅
改修工事費 8,869 万円など）
■消防費　2億 7,600 万 8 千円（489 万 1 千円増）
常備消防費	2 億 1,081 万 9 千円（日高広域消防事務組
合負担金）
非常備消防費　4,508 万 8 千円（消防団員退職報償金
　740 万円・小型動力ポンプ普通積載車購入費 601 万
7 千円など）
防災対策費　1,810 万 1 千円
■教育費　5億 4,928 万円（▲ 4億 6,640 万 8 千円減）
教育諸費　5,565 万 3 千円（非常勤講師賃金・教室介
助員賃金など）
小学校費　8,216 万 2 千円
中学校費　6,007 万 4 千円（上南部中テニスコート新
設工事費 150 万円など）
給食施設費　4,898 万 3 千円 ( 学校給食センター実施設
計業務委託料　2,340 万円など )
■公債費　17 億 3,757 万 9 千円（▲ 2,048 万 7 千円減）
町債（元金、利子）を返済するための費用
■予備費　1,000 万円（増減なし）

																		（合計▲ 8億 9,000 万円減）
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各特別会計・歳入歳出の内訳
　町には、一般会計のほかに、下記の特別会計があり
ます。これらの会計は、国民健康保険なら国民健康保
険税、水道事業なら水道料金と、独自の収入があるた
め、一般会計から独立して事業を行っています。

但し、住宅新築資金等貸付事業特別会計と水道事業会
計を除いた残りの会計は、独自の収入だけでは賄えな
いことなどから、一般会計から繰り入れています。

■国民健康保険
　自営業や退職された方の医療費を給
付するために使われます。

歳　
　
　

入

歳　
　
　

出

■公共下水道事業
　公共下水道の整備、施設の維持
管理のために使われます。

歳　
　
　

入

歳　
　
　

出

■水道事業
　安全で安定した水を供給するた
めに使われます。

歳　
　
　

入

歳　
　
　

出

○簡易水道事業

○水道事業（上水道）
収 益 的 収 入 及 び 支 出

収
入

支
出

資 本 的 収 入 及 び 支 出

収
入

支
出

※営業収益は水道料金などです。

国民健康保険税	 5 億 7,905 万 3 千円
国・県支出金	 7 億 3,914 万 6 千円
療養給付費等交付金	 7,606 万 3 千円
前期高齢者交付金	 2 億 1,073 万 3 千円
共同事業交付金	 1 億 9,167 万 9 千円
繰入金	 1 億 2,924 万 9 千円
諸収入ほか	 191 万 4 千円

歳入合計	 19 億 2,783 万 7 千円

保険給付費	 11 億 6,391 万 1 千円
後期高齢者支援金等	 2 億 9,548 万 7 千円
前期高齢者納付金等	 85 万 6 千円
介護納付金	 1 億 4,299 万 4 千円
共同事業拠出金	 2 億 7,379 万 2 千円
保健事業費	 2,438 万 5 千円
諸支出金ほか	 2,641 万 2 千円

歳出合計	 19 億 2,783 万 7 千円

■後期高齢者医療
　広域連合が７５歳以上の方と６５歳
以上７４歳以下で一定の障がいのある
方などの医療給付を行い、町は窓口業
務や保険料の徴収などを行います。

歳　
　
　

入

歳　
　
　

出

保険料	 8,819 万 5 千円
繰入金	 1 億 5,615 万 5 千円
使用料及び手数料ほか	 4 万 5 千円

歳入合計	 2 億 4,439 万 5 千円

後期高齢者医療広域連合
納付金	 2 億 3,996 万 4 千円
諸支出金ほか	 443 万 1 千円

歳出合計	 2 億 4,439 万 5 千円

■介護保険
　高齢者などの介護保険サービス
を行うために使われます。

歳　
　
　

入

歳　
　
　

出

介護保険料	 1 億 8,591 万 9 千円
国・県支出金	 4 億 7,855 万 9 千円
支払基金交付金	3 億 5,002 万 3 千円
繰入金	 1 億 7,589 万 4 千円
前年度繰越金ほか	 4,015 万 8 千円

歳入合計	 12 億 3,055 万 3 千円

保険給付費	 11 億 5,625 万 1 千円
地域支援事業費	 4,484 万 1 千円
諸支出金ほか	 2,946 万 1 千円

歳出合計	 12 億 3,055 万 3 千円

■住宅新築資金等貸付事業
　住宅新築資金などの貸し付けの
ための会計で、現在は償還事務の
み行っています。

歳
入

歳
出

諸収入	 647 万 2 千円
前年度繰越金	 1,274 万円
繰入金	 788 万 1 千円

歳入合計	 2,709 万 3 千円

公債費	 2,709 万 3 千円

歳出合計	 2,709 万 3 千円

■農業集落排水事業
　農業集落排水事業の整備、施設
の維持管理のために使われます。

歳　
　
　

入

歳　
　
　

出

使用料及び手数料	 5,959 万 3 千円
繰入金	 2 億 2,703 万 2 千円
繰越金	 100 万円
諸収入ほか	 12 万 1 千円

歳入合計	 2 億 8,774 万 6 千円

農業集落排水事業費	 9,705 万 1 千円
公債費	 1 億 9,019 万 5 千円
予備費	 50 万円

歳出合計	 2 億 8,774 万 6 千円

分担金及び負担金	 520 万円
使用料及び手数料	 4,572 万 1 千円
国・県支出金	 2 億 8,770 万円
繰入金	 2 億 3,206 万 6 千円
町債	 2 億 6,660 万円
前年度繰越金ほか	 932 万 2 千円
歳入合計	 8 億 4,660 万 9 千円
下水道建設費	 5 億 9,383 万 7 千円
公債費	 1 億 8,284 万 7 千円
下水道総務費ほか	 6,992 万 5 千円
歳出合計	 8 億 4,660 万 9 千円

分担金及び負担金	 21 万円
使用料及び手数料	 7,902 万 7 千円
繰入金　	 1,206 万円
前年度繰越金ほか	 4 千円
歳入合計	 9,130 万 1 千円
衛生費	 6,607 万 5 千円
公債費	 2,422 万 6 千円
予備費	 100 万円
歳出合計	 9,130 万 1 千円

営業収益	 1 億 3,736 万 5 千円
営業外収益ほか	 862 万 6 千円
収入合計	 1 億 4,599 万 1 千円
営業費用	 1 億 1,581 万 2 千円
営業外費用ほか	 788 万 6 千円
支出合計	 1 億 2,369 万 8 千円

負担金	 1,273 万 7 千円
企業債	 5,000 万円
収入合計	 6,273 万 7 千円
建設改良費	 2 億 5,191 万 4 千円
企業債償還金ほか	 1,093 万 2 千円
支出合計	 2 億 6,284 万 6 千円
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平
成
23
年
第
１
回
定
例
町
議

会
は
、
３
月
３
日
（
木
）
～
17

日
（
木
）
ま
で
開
会
さ
れ
ま
し

た
（
会
期
は
15
日
間
）。
こ
の
定

例
会
で
は
、
各
会
計
の
平
成
23

年
度
当
初
予
算
案
の
ほ
か
、
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
、

各
会
計
の
平
成
22
年
度
補
正
予

算
案
な
ど
議
案
24
件
、
諮
問
２

件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
、
適
任
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
町
最
終
処
分
場
浸
出
水
処
理

施
設
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　

同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
三
井
造
船
環

境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会

社
（
東
京
都
江
戸
川
区
）
と
２

億
６
８
５
万
円
で
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

各
条
例
に
お
い
て
、
医
療
費

の
支
給
申
請
の
期
限
を
１
年
以

内
と
し
て
い
る
の
を
、
地
方
自

治
法
に
規
定
さ
れ
る
５
年
の
時

効
規
定
に
合
わ
せ
る
条
例
改
正

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

緊
急
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、

出
産
育
児
一
時
金
が
、
現
在
暫

定
的
に
39
万
円
と
な
っ
て
い
る

の
を
、
平
成
23
年
４
月
以
降
も

引
き
続
き
39
万
円
と
す
る
条
例

改
正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境
影

響
調
査
結
果
の
縦
覧
等
の
手
続

き
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

同
条
例
の
根
拠
法
で
あ
る
「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
に
お
い
て
、
閲
覧
事

項
追
加
の
法
改
正
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
に
伴
い
同
条
例

に
お
け
る
根
拠
項
を
改
正
す
る

た
め
の
条
例
改
正
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

鉛
岩
向
ヒ
平
２
号
線
（
延
長

５
１
１
・
４
メ
ー
ト
ル
）、
黒

潮
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
西
本
庄
古

屋
線
（
６
８
８
１
・
09
メ
ー
ト

ル
）、
黒
潮
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
西

岩
代
樮
川
線
（
１
８
５
・
27
メ
ー

ト
ル
）、
上
城
線
（
１
１
４
・
93

メ
ー
ト
ル
）、
上
城
支
線
１
号
線

（
23
・
25
メ
ー
ト
ル
）
を
町
道
に

認
定
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

参
詣
東
小
路
線
（
延
長
27
・

87
メ
ー
ト
ル
）、
中
島
南
取
合
線

（
16
・
１
メ
ー
ト
ル
）
を
町
道
路

線
廃
止
に
す
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

■
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

通
町
浜
端
線
（
延
長
１
４
７
・

54
メ
ー
ト
ル
）、地
蔵
作
り
線
（
３

４
０
・
83
メ
ー
ト
ル
）、
鉛
岩
向

ヒ
平
１
号
線
（
１
５
５
３
・
６

メ
ー
ト
ル
）、奥
谷
川
左
岸
線
（
８

７
０
・
９
メ
ー
ト
ル
）
の
延
長

な
ど
を
変
更
す
る
こ
と
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
町
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

　

小
倉
谷
地
区
農
免
農
道
整
備

事
業
の
事
業
実
施
期
間
の
変
更

に
伴
い
、
辺
地
総
合
整
備
計
画

を
変
更
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
平
成
22
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
10
億
７
０
６
万
４

千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
０
２
億
８
４
５
１
万

２
千
円
と
す
る
こ
と
、

南
部
中
校
舎
耐
震
改
修

事
業
、
地
域
住
宅
交
付

金
事
業
な
ど
22
事
業

（
合
計
９
億
１
６
８
３

万
７
千
円
）
の
実
施
を

平
成
23
年
度
へ
繰
り
越

す
こ
と
な
ど
が
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

追
加
さ
れ
た
歳
入

は
、
地
方
交
付
税
３
億

５
０
３
５
万
３
千
円
、

町
債
４
億
９
９
０
万
円

な
ど
で
す
。

　

追
加
さ
れ
た
歳
出
の

主
な
内
容
は
、
下
表
の

通
り
で
す
。

■
平
成
22
年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
５
２
万
６
千
円

◎
議　

案

項 目 補 正 額 主 　 　 な 　 　 内 　 　 容

総 務 費 ４億４９５２万円 地域づくり基金積立金4億7750万円、地籍調査事業測量委託料△2590万円ほか

民 生 費 １１１９万１千円 国保特別会計財政安定化支援事業繰出金962万1千円ほか

衛 生 費 １２９６万２千円 公立紀南病院組合分賦金1291万円ほか

農林水産業費 △１１４万９千円 林道東神野川木の川線開設工事請負費△537万9千円ほか

教 育 費 ５億３４５４万円 南部中校舎耐震改修工事請負費2億4210万円、上南部中校舎耐震改修工事請
負費1億9890万円ほか

歳 出 合 計 １０億７０６万４千円

平成２２年度一般会計補正予算（第８号）　歳出補正額と主な内容

平
成
23
年
第
１
回
定
例
町
議
会

国
民
健
康
保
険
条
例
に

　

関
す
る
条
例
改
正
な
ど
を
可
決
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を
追
加
し
、
総
額
19
億
３
６
６

４
万
８
千
円
と
す
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
85
万

８
千
円
、
繰
越
金
１
５
１
万
７
千

円
で
す
。
歳
出
は
、
一
般
被
保
険

者
高
額
療
養
費
負
担
金
で
す
。

■
平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
０
６

万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
２

億
７
５
２
６
万
円
と
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
繰
入
金
１
０
２
万

９
千
円
、
諸
収
入
２
３
０
３
万

４
千
円
で
す
。
歳
出
は
、
保
険

基
盤
安
定
制
度
負
担
金
１
０
２

万
９
千
円
、
一
般
会
計
繰
出
金

２
３
０
３
万
４
千
円
で
す
。

■
平
成
22
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
54
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
11
億
９
３

７
４
万
９
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
繰
入
金
54
万
１
千

円
で
す
。
歳
出
は
、
介
護
認
定

調
査
等
費
54
万
１
千
円
で
す
。

■
平
成
22
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と

◎
諮　

問

　

町
の
防
災
行
政
無
線
に
、
全

国
緊
急
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
─

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー

ト
）
が
接
続
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
─
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
は
、
津
波
や

地
震
な
ど
対
処
に
時
間
的
余
裕

が
な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合

に
、
通
信
衛
星
を
用
い
て
国
（
消

防
庁
）
か
ら
市
町
村
等
に
情
報

防
災
行
政
無
線
に

　

全
国
緊
急
警
報
シ
ス
テ
ム

　
　
（
Ｊ
ー
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
を
接
続
し
ま
し
た

が
送
信
さ
れ
て
く
る
シ
ス
テ
ム

で
、
今
回
、
全
国
の
市
町
村
に

一
斉
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

Ｊ
─
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
か
ら
緊
急

情
報
が
送
ら
れ
て
く
る
と
、
町

の
防
災
行
政
無
線
が
自
動
的
に

起
動
し
、
あ
ら
か
じ
め
録
音
さ

れ
た
内
容
が
町
内
一
斉
に
放
送

さ
れ
ま
す
。　

Ｊ
─
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
は
、
国
が
知
り

え
た
緊
急
情
報
を

国
民
に
時
間
的
な

ロ
ス
を
極
力
少
な

く
し
て
お
伝
え
す

る
シ
ス
テ
ム
で
、

町
の
防
災
行
政
無

線
で
は
、
夜
間
等

の
警
報
発
令
も
自

動
的
に
放
送
さ
れ

ま
す
が
、
生
活
の

安
全
安
心
を
守
る

た
め
の
防
災
対
策

と
し
て
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

J-ALERTから送信されてきた緊急情報のうち、
防災行政無線で自動放送に設定した事項

　

公
共
下
水
道
建
設
事
業
（
５

０
０
０
万
円
）
の
実
施
を
平
成

23
年
度
へ
繰
り
越
す
こ
と
が
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
22
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
支
出
を
86
万
３
千
円

増
額
し
、
支
出
合
計
１
億
３
４

１
７
万
９
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
出
内
容
は
、
固
定
資
産
除

却
費
86
万
３
千
円
で
す
。

■
小
倉
谷
地
区
農
免
農
道
整
備

（
そ
の
１
）
工
事
及
び
小
倉
谷
地

区
農
免
農
道
整
備
付
帯
（
そ
の

１
）
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　

同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
株
式
会
社
大

木
建
設
（
熊
岡
）
と
小
倉
谷
地

区
農
免
農
道
整
備
（
そ
の
１
）

工
事
が
９
２
９
７
万
３
３
０
０

円
、
小
倉
谷
地
区
農
免
農
道
整

備
付
帯
（
そ
の
１
）
工
事
が
６

２
３
７
万
４
２
０
０
円
で
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

し
て
、
大
前
浩
一
さ
ん
（
高
野
）

を
推
薦
す
る
こ
と
が
適
任
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。（
再
任
。
人
権

擁
護
委
員
は
、
市
町
村
か
ら
推

薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
ま
す
。）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と

し
て
、
坂
本
さ
わ
ゑ
さ
ん
（
東

本
庄
）
を
推
薦
す
る
こ
と
が
適

任
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。（
再
任
）

■市町村別対応ができてからの設定（実施時期は 5月上旬予定）

■平成 23 年 4 月 1 日からの設定

気
象
情
報

気象警報

みなべ町に大雨・洪水警報な
どが発令されると放送され
ます。（＊注：高潮警報・波
浪警報は除く）

地
震
情
報

震度速報
みなべ町で震度 4以上を観測
すると放送されます。

津
波
情
報

大津波警報
津波警報
津波注意報

みなべ町を含む和歌山県沿
岸部に発令されると放送さ
れます。

有
事
関
連
情
報

弾道ミサイル情報
航空攻撃情報
ゲリラ特殊部隊情報
大規模テロ情報

発令されると放送されます。
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り

  
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

    
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

町
民
の
皆
様
へ

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
義
援
金
の
お
願
い

　

こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
未
曾
有
の
大

災
害
で
は
、
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
、
現
在
も
大
変
な
ご
苦
労

を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
ん
と
か
被
災
地
の

方
々
を
支
援
し
た
い
と
の
思
い
で
あ
る
と
推
察
し
ま
す
。

み
な
べ
町
で
も
、
町
民
の
皆
様
の
善
意
を
お
預
か
り
す
る
義
援

金
の
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
町
経
由
の
義
援
金
は
、
み
な
べ

い
な
み
農
協
本
所
ま
た
は
各
支
所
・
出
張
所
へ
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
善
意
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

み
な
べ
町
長　
　
　
　
　

小　

谷　

芳　

正

み
な
べ
町
区
長
会
長　
　

硲　
　
　

幸　

男

　

町
で
は
、
３
月
18
日
、
全
国

梅
サ
ミ
ッ
ト
協
議
会
に
加
盟
し

て
い
る
市
町
で
結
ん
で
い
る
災

害
時
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被

害
を
受
け
た
水
戸
市
に
、
救
援

物
資
を
送
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
救
援
物
資
（
紙
お
む

つ
２
４
７
６
枚
、
飲
料
水
７
２

０
リ
ッ
ト
ル
、
町
内
の
梅
加
工

業
者
と
み
な
べ
い
な
み
農
協
か

ら
提
供
さ
れ
た
梅
干
約
３
６
０

キ
ロ
、
防
水
シ
ー
ツ
１
箱
）
を
、

輸
送
を
依
頼
し
た
町
内
の
運
送

会
社
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、

職
員
が
同
乗
し
て
17
日
に
出
発

し
ま
し
た
。
途
中
で
梅
サ
ミ
ッ

ト
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
奈

良
市
と
愛
知
県
知
多
市
に
立
ち

寄
り
、
両
市
が
用
意
し
た
物
資

を
一
緒
に
積
み
込
ん
で
水
戸
市

に
届
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
が
こ
の
た
び
の
大

震
災
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た

め
、
県
内
で
救
援
物
資
の
提
供

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
町
も
協

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
救
援
物
資
を

　

被
災
地
に
届
け
ま
し
た

　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

力
し
て
、
３
月
18
日
、
役
場
第

１
庁
舎
で
物
資
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
し
た
。
町
内
放
送
で
町

民
の
皆
様
に
協
力
を
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
、
大
勢
の
方
々
が
た

く
さ
ん
の
物
資
を
届
け
て
く
れ

ま
し
た
。
集
ま
っ
た
物
資
は
、

カ
ッ
プ
麺
３
０
７
５
個
、
飲
料

水
１
３
０
８
本
、
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
１
４
７
７
個
、
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
１
０
３
９
１
個

な
ど
で
す
。
物
資
は
、
県
を
通

じ
て
岩
手
県
と
宮
城
県
の
被
災

地
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

紀
州
梅
の
郷
救
助
隊
は
、
３

月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被
害
を

受
け
た
福
島
県
で
支
援
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

出
動
し
た
の
は
、
尾
﨑
剛
通

隊
長
（
西
岩
代
）、
森
下
秀
夫
さ

ん
（
埴
田
）、
井
口
雅
裕
さ
ん

（
芝
）、
丸
山
誠
悟
さ
ん
（
西
岩

代
）、
佐
々
木
香
徳
さ
ん
（
田
辺

市
）、
藤
川
雅
史
さ
ん
（
埴
田
）、

竹
中
恵
介
さ
ん
（
晩
稲
）
の
７

紀
州
梅
の
郷
救
助
隊
が
被
災
地
で
支
援
活
動

名
で
、
相
馬
市
で
住
民
の
依
頼

を
受
け
屋
根
瓦
の
撤
去
作
業
な

み
な
べ
い
な
み
農
協　

預
か
り
口
座

※
農
協
本
所
及
び
各
支
所
・
出
張
所
の
金
融
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
る
み
な
べ
町
の
納
付
書
に
、「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

義
援
金
」
と
記
入
し
て
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
千
円
を
超
え
る
納
付
に
対
し
て
、
後
日
、
寄
付
金
控
除
証

明
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

義
援
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、　　
　

役
場
総
務
課
（
℡
72
─
２
０
５
１
）
ま
で

み
な
べ
町
経
由
の
義
援
金
受
付
口
座

ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
救
援
物
資
と
し
て
提
供
さ

れ
た
梅
干
し
を
避
難
所
に
届
け

ま
し
た
。
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防
災
わ
か
や
ま
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
は
、
県
内
の
気
象
情

報
や
避
難
勧
告
な
ど
の
緊
急
情

報
を
、
携
帯
電
話
等
の
電
子
メ
ー

ル
で
即
時
に
お
知
ら
せ
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
無
料
で
ご
利

用
が
可
能
で
す
。（
但
し
、
メ
ー

ル
受
信
に
通
信
料
が
か
か
り
ま

す
。）
非
常
時
の
情
報
収
集
等
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

配
信
す
る
情
報
は
、
気
象
警

報
・
注
意
報
、
地
震
・
津
波
情
報
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
竜
巻
注

意
情
報
、
台
風
情
報
、
避
難
発

令
情
報
な
ど
で
す
。
気
象
警
報
・

注
意
報
に
つ
い
て
は
、
地
域
単

位
と
市
町
村
単
位
で
配
信
さ
れ

ま
す
。

　

登
録
方
法
は
、
ア
ド
レ

ス
「regist@

bousai.pref.
w

akayam
a.lg.jp

」
宛
に
空

メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携

帯
電
話
に
読
み
込
ん
で
、
メ
ー

ル
を
送
信
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
具
体
的
な
登
録
方
法
等

は
、
防
災
わ
か
や
ま
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「http://w

w
w

.pref.
w

akayam
a.lg.jp/bousai/

防
災
わ
か
や
ま
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

市
町
村
ご
と
の
警
報
・
注
意
報
の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
！

国
道
４
２
４
号　

拡
幅
工
事
完
了

　

滝
～
島
之
瀬
間
が
２
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キ
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国
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４
２
４
号
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工
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３
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（
日
）
午
後
１
時
か
ら
供

用
を
開
始
し
ま
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道
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工
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し
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８
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３
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。
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し
た
。

国道 424 号　南部川谷拡幅　　延長 5.1km

梅21世紀センター
島之瀬ダム

至 田辺市
　   龍神村

至 みなべ IC

東本庄地区

滝地区

広野地区

高城中学校

今回供用区間　延長　2.3km

島之瀬地区

供用済区間　延長　2.8km

鉛岩橋 桜橋

井戸ヶ谷橋

明神橋

明神トンネル

藤
の
川
橋

水
呑
橋

船
場
橋

滝の畑橋

新高城橋

市井原橋

高幡山トンネル
ささりうら橋

新嶋之瀬橋

なかんせ橋

ふろんせ橋

南部川

　

式
典
は
、
関
係
者
や
地
域
住
民

が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
関
係
者
の

式
辞
や
挨
拶
の
あ
と
、
ト
ン
ネ
ル

前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
銘
板
の

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
幡
山
ト
ン
ネ
ル
の
正
面
上

に
掲
示
さ
れ
た
銘
板
に
彫
ら
れ

た
「
高
幡
山
ト
ン
ネ
ル
」
の
文

字
は
、
高
城
小
学
校
６
年
の
畑

谷
怜
那
さ
ん
と
高
城
中
学
校
３
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。
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ail.htm

l

」

の
「
利
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
」

を
ご
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だ
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。
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紀州日高漁協女性部の
皆さんが魚料理を紹介

県町村会のホームページでみなべ町を紹介李広宏さんの心の歌コンサートを開催

上南部小５年生がユニセフ募金活動

　和歌山県町村会は、県内外からの観光客の誘致や住んでいる町村の魅
力を再発見しようと、ホームページ上で県内の各町村が持つ特色や、魅力、
お勧めの場所などを紹介しています。３月から、このホームページ内「あの
町この村ぶらり旅」のコーナーで、みなべ町の特集が紹介されています。
　２月に、この特集を作成するため町内各所で取材があり、料理教室の
コーナーでは、梅料理研究会の皆さんが、梅料理「梅マヨのサラダ巻」と
「トマト梅のソースを使った鶏のサンドイッチ」の作り方を紹介しました。ま
た同じく、紀州日高漁協女性部の皆さんが、お魚の捌き方や、新鮮な海の
幸の料理として「海鮮丼」と「魚のあら汁」の作り方を紹介しました。

　２月２５日（金）、上南部小学校５年生49人が、Ａコープ南部店前で、買い物に訪れた方たちに募金を呼びか
け、協力してくれた方にキャベツをプレゼントしました。
　今回初めての取り組みで、集まったお金は、ユニセフに寄付するそうです。

　3月3日（木）、清川保育所で、ひな祭り会が開かれました。
　園児たちは、ひな祭りの歌を歌ったり、紙芝居を見るなどし
て、ひな祭りを楽しみました。そして、一番の楽しみは、お餅

町消防団が林野火災防御訓練
　3月6日（日）、町消防団は、春季全国火災予防運動の一環として、
西岩代地区池ノ谷池周辺で、林野火災防御訓練を行いました。
　訓練では、第4分団（岩代）の23名の団員が日高広域消防と連携し
て、水利である池ノ谷池から高さ約50ｍの雑木林まで160ｍのホース
を延ばし、ポンプ2台とポンプ車などを使用して放水を行いました。
団員らは本番さながらにきびきびと行動し、ポンプ2台を組み合わせ
た体系やポンプ車のみの体系などを試みて水圧を調べるなど、有効
な放水を確認しました。

清川保育所でひな祭り
クライミングボードを登ろう！

　昨年12月から今年3月まで開かれた認知症予防教室の修了式が、3月17日（木）、第１庁舎で行われました。
　この日出席した受講生の皆さんは、これまでグループごとにテーマを決めて取り組んできた活動の成果を発表しま
した。「いきいき元気バスツアー」など楽しい企画が、発表されました。また個人では、それぞれ絵手紙やみなべ検定

　平成27年に開催される和歌山国体では、みなべ町が山岳競技（クライミン
グ）の会場として予定されています。
　3月20日（日）、和歌山市にあるクライミング施設で、国際ルートセッターの
東秀樹さんを講師に迎えて、競技の基礎講習などが行われ、みなべ町から約
25名が参加して、クライミングの楽しさを体験しました。

認知症予防教室の修了式

　2月25日（金）、町立図書館「ゆめよみ館」は、開館10周年記念事業として、歌手の李広宏さんを招いて、「日本・中
国・世界の心の歌コンサート」を開きました。
　李さんは、音楽を通して、日本と中国、そして世界の懸け橋になりたいとの思いで活動されています。コンサートで
李さんは、「日本の昔の歌には日本人の心がある」と話して、
「早春賦」や「夏の思
い出」「里の秋」など
名曲の数々を披露しま
した。日本語と中国語
を交えて熱唱し、来場
者はしっとりと心にし
みいる歌に聞き入って
いました。

の受検などに取り組みまし
た。教室は、体操や歌も取り
入れ、終始活気に溢れ、皆さ
ん笑顔で楽しんでいました。
　最後に、受講生16人に修了
証書が授与されました。

つきのようでした。つきたてのお餅を園児たちが自分で丸め、小豆のあ
ん入りのお餅なども作って、とてもおいしそうに食べていました。
　お餅を食べながら園児たちは、口々に「おいしい」「おかわりしたい」
と笑顔で話していました。

　５年生の児童は、今年度から総合
学習の取り組みで、ＪＡみなべいなみ
の協力を得て、キャベツや白菜、大根
などの栽培を体験しました。この日、
児童たちは、朝から収穫したキャベ
ツを１個ずつ袋に入れ、募金に協力
してくれた方たちに手渡しました。

梅料理研究会の
皆さんが
梅料理を紹介
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●カササギたちの四季（道尾
秀介）●いとま申して（北村
薫）●われはロボット（Ｉ・アシモ
フ）●年金１年生（菅野美和
子）●国家債務危機（Ｊ・アタ
リ）●こども薬膳（辰巳洋）
●吹奏楽ベーシック講座（Ｂ
and Ｊournal編）

　アジアを中心に旅を続ける
写真家が、人々の働く姿を収
めた写真集。水牛を操り田を
耕す女性、塩田で働く人々。収
入も少なく、決して楽ではない
仕事ですが、カメラに向けられ
た笑顔は、働くこと、生きること
の喜びを伝えてくれます。

●深海の不思議な生物（藤
倉克則）●ラストショット（ファイ
ンスタイン）●楽しく遊ぶ学ぶ
せいかつの図鑑●写真で見
る俳句歳時記（長谷川秀一）
●ふつうの子にできるすごい
こと（サンデム）●あっ、たいへ
ん　子どもハンドブック（斉藤
次郎）●こちらマガーク探偵
団（ヒルディック）●長ぐつをは
いたねこ（フィッシャー）●ドラム
をたたこう（長野祐亮）

●形と曲面のひみつ（瀬山士
郎）●すずちゃんと魔女のバ
バ（柏葉幸子）●コんガらガっ
ち おそるおそるすすめ！の
本（ユーフラテス）

　春になると、出かけたくなりますね。でも、絵本
の世界で動物園めぐりも楽しいですよ。あなたの
好きな動物はなんですか？

　新入学、就職おめでとうございます。新しい
生活のスタートですね。入学用品の作り方や防
犯ガイド、ビジネスマナーなど役立てていただけ
る本を紹介します。

「一年生」

「動物園に行こう！」

4月13日（水）

74-3283
72-1410

ヘンダソン再話（岩波書店）
　隣国へ攻め入る父と兄たち
によって山中に置き去りにされ
た王子が、勇気を出し、霊鳥に
助けられて、再び穏やかな国
にするまでの物語。シュメール
（現在のイラク）に伝わる世界
最古の話のひとつで、様式的
な絵も魅力です。

ル
ガ
ル
バ
ン
ダ
王
子
の
冒
険

この星のはたらきもの
三井昌志　写真・文
（パロル舎）

　発明や発見に必要なものに
は、独創的な発想と「なぜだろ
う」と思う探究心がある。多くの
科学者たちが、わからないこと
を１つ１つ明らかにしていくこと
で新しい発見に結びつける、
その開発の歴史の積み重ね
で科学技術が進歩してきた。
半導体や光通信などを開発し
てきた著者自身の体験をもとに
語っています。

西
澤
潤
一 （
ポ
プ
ラ
社
）

午後３時から

●農を楽しくする人たち（週刊
ダイヤモンド＆嶺竜一）●風を
つかまえた少年（ウィリアム・カ
ムクワンバ）●親が死ぬまでに
聞いておきたい４５のこと（米
山公啓）

わ
た
し
が
探
究
に

　
　

つ
い
て
語
る
な
ら

　3月10日～24日、梅
の里写真クラブ写真
展が、ゆめよみ館展
示コーナーで開か
れ、大勢の来館者が
楽しみました。

　３月８日（火）、高城
小学校２年生が、図
書館を見学しました。
　図書館で守るル
ールや本のならび方
などを学習しました。

　瀬戸内寂聴さんの法話を映像でお楽しみください。
明日へ一歩踏み出す元気がもらえます。

日時：４月２４日（日）午後２時から　
場所：ゆめよみ館２階会議室で

『元気法話～寂庵にて～　幸せになるために』

ビデオ上映会（大人向け）のお知らせ

カレンダー４

●２日（土）わくわくタイム（10：30～）
　春休みおはなし会（14:00～）

●30日（土）おはなし会（14:00～）

●29日（金）休館（昭和の日）

●28日（木）休館（月末整理日）

●25日（月）休館

●24日（日）ビデオ上映会
　　　　（大人向け）（14：00～）

●23日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　　　　 おはなし会（14:00～）

●18日（月）休館

●16日（土）おはなし会（14:00～）

●14日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10：30～）

●11日（月）休館

●９日（土）おはなし会（14:00～）

●４日（月）休館
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
、
左
記
の
原
動
機
付

自
転
車
、
軽
自
動
車
な
ど
を
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。（
軽
自
動
車
税
に
は
月
割
課

税
制
度
が
な
い
た
め
、
４
月
２

固
定
資
産
の
縦
覧
と

　

閲
覧
が
で
き
ま
す

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
２
日

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

〔
縦
覧
制
度
〕

　

み
な
べ
町
内
に
土
地
や
家
屋

を
所
有
し
て
い
て
、
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
限

り
、
町
内
の
他
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
の
比
較
を
通
じ
て
自

分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
が
適

正
か
ど
う
か
判
断
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
固

定
資
産
の
縦
覧
（
見
る
）
期
間

を
も
う
け
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
・
時
間

４
月
１
日
（
金
）
～
８
月
１
日

日
以
降
に
所
有
者
で
な
く
な
っ

た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
の
１

年
分
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に
所
有
さ
れ
た

場
合
に
は
、
そ
の
年
度
の
税
金

は
か
か
り
ま
せ
ん
。）

　

今
年
度
の
納
期
限
は
、
５
月

２
日
（
月
）
で
す
。
４
月
中
旬

ご
ろ
、
納
税
通
知
書
を
郵
送
し

ま
す
。
納
入
は
、
金
融
機
関
の

ほ
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
金
融
機

関
の
口
座
か
ら
の
振
替
も
、
５

月
２
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
は
、
生

活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
受

給
者
が
所
有
し
、
又
は
使
用
す

る
方
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
が
所
有
し
て
使
用
す
る
場
合
、

納
期
限
の
７
日
前
（
４
月
25
日
）

ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
減
免

（
月
）（
土
日
、
祝
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
縦
覧
で
き
る
方

　

納
税
者
本
人
、
ま
た
は
本
人

の
委
任
を
受
け
た
方
（
委
任
状

必
要
）

〔
閲
覧
制
度
〕

　

納
税
義
務
者
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
お
い
て
、
自
分
の

資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
部

分
の
み
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、

借
地
人
・
借
家
人
は
、
使
用
ま

た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部
分

に
つ
い
て
、
課
税
台
帳
の
閲
覧

が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
期
間　

４
月
１
日
～
翌

年
３
月
31
日
ま
で
（
土
日
、
祝

日
は
除
く
）

■
縦
覧
及
び
閲
覧
場
所

役
場
税
務
課
（
第
１
庁
舎
１
階
）

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
但

し
、
４
月
25
日
を
過
ぎ
ま
す
と
減

免
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

く
わ
し
く
は
、
税
務
課
へ
。

区　　　　　　　　　　分 年税額

原
動
機
付
自
転
車

総排気量が 50cc 以下 1,000 円

総排気量が 50cc を超え 90cc 以下 1,200 円

総排気量が 90cc を超え 125cc 以下 1,600 円

三輪以上のもので、総排気量が 20cc 以上 50cc 以下 2,500 円

軽
自
動
車
・
小
型
特
殊
自
動
車

二輪のもの（ボートトレーラー、側車付含む） 2,400 円

三輪のもの 3,100 円

四輪以上
のもの

営業用乗用車 5,500 円

自家用乗用車 7,200 円

営業用貨物車 3,000 円

自家用貨物車 4,000 円

ボートトレーラー 2,400 円

小型特殊
自動車

農耕作業用（トラクターなど） 1,600 円

その他用（フォークリフトなど） 4,700 円

（総排気量が 250cc を超える）二輪の小型自動車 4,000 円

■軽自動車税の年税額
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学
生
の
皆
さ
ん
へ

　

国
民
年
金
・
学
生
納
付
特
例
制
度
の
お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
の

受
給
対
象
が
拡
大
し
ま
す

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

平
成
23
年
度
国
民
年
金

保
険
料
の
お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
額
の

改
定
に
つ
い
て

４
月
か
ら「
障
害
年
金
加
算

改
善
法
」が
施
行
さ
れ
ま
す

　

学
生
の
皆
さ
ん
も
、
20
歳
に

な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
の
経
済

的
な
理
由
で
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と

き
は
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け

る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
に
つ
い
て

　

承
認
期
間
は
、
申
請
し
た
年

度
の
４
月
か
ら
翌
年
の
３
月
ま

で
で
、
申
請
は
毎
年
度
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

20
歳
を
迎
え
た
時
や
４
月
に
、

住
民
環
境
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
に
は
、
確
認
書
類

と
し
て
学
生
証
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
持
参
下
さ
い
。

■
前
年
度
、
申
請
さ
れ
た
方

　

平
成
22
年
度
に
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
、
平
成
23
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
と
思

わ
れ
る
方
に
は
、
４
月
中
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
申
請
は
が
き

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
返
送
す
る
こ

と
で
、
継
続
申
請
と
な
り
ま
す
。

■
承
認
要
件
等

○
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
、

１
１
８
万
円
以
下

　

承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
受
給
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受

け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
追
納（
後
払
い
）は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
遡
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
２
年
以
上
経
過
し
た
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
金

額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

追
納
す
る
場
合
は
、
田
辺
年
金

事
務
所
へ
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

申
請
を
し
な
い
で
、
保
険
料

を
未
納
（
納
付
し
な
い
）
の
ま

ま
放
置
し
て
い
る
と
、
万
が
一

の
事
故
や
病
気
の
際
に
障
が
い

が
残
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
児
童
扶
養
手

当
額
は
、「
児
童
扶
養
手
当
法

に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
の
額
等

の
改
定
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」

の
規
定
に
よ
り
、
平
成
22
年
度

の
手
当
額
よ
り
０
・
４
％
引
き

下
げ
と
な
り
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
額

○
全
部
支
給

　

４
１
，
７
２
０
円
→
４
１
，

５
５
０
円

○
一
部
支
給

　

４
１
，
７
１
０
円
～
９
，
８

５
０
円
→
４
１
，
５
４
０
円
～

９
，
８
１
０
円

●
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
４
月
分
の
手
当

か
ら
反
映
さ
れ
る
た
め
、
８
月

に
支
給
さ
れ
る
手
当
（
４
～
７

月
分
）
か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
月
額
１
５
，
０
２
０

円
と
な
り
ま
す
。　

　

４
月
上
旬
に
、
平
成
23
年
度

の
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案

内
書
」
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
は
、

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き

ま
す
。

　

送
付
さ
れ
る
納
付
書
は
、
各

月
分
の
納
付
書
の
ほ
か
、
割
引

の
あ
る
１
年
前
納
や
６
か
月
全

納
の
納
付
書
も
添
付
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
便
利
な
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
障
害
年
金
を

受
け
る
権
利
が
発
生
し
た
当
時

に
、
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
し
て
い
る
配
偶
者
や
お

子
さ
ん
が
い
る
場
合
で
、
障
害

等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級
に
該

当
す
る
方
に
加
算
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
４

月
よ
り
法
律
改
正
に
よ
り
、
障

害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生

し
た
後
に
、
生
計
を
維
持
す
る

こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者
や
お
子

さ
ん
が
い
る
場
合
に
も
届
出
に

よ
っ
て
加
算
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
の
法
律
改

正
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
の

子
加
算
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る

こ
と
で
、
併
せ
て
障
害
基
礎
年

金
の
子
加
算
の
運
用
に
つ
い
て

も
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
お
子
さ

ん
が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算

の
対
象
で
あ
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
４
月
以

降
は
、
両
親
の
一
方
が
、
児
童

扶
養
手
当
施
行
令
で
定
め
る
障

害
（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保

険
法
１
級
相
当
）
の
状
態
に
あ

り
、
児
童
扶
養
手
当
額
が
障
害

基
礎
年
金
の
子
加
算
額
を
上
回

る
場
合
に
お
い
て
は
、
子
加
算

の
対
象
と
し
な
い
こ
と
に
よ
り

そ
の
配
偶
者
が
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

※
母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
方

は
、
受
給
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

く
わ
し
く
は
、
住
民
環
境
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
、
す

べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

火
災
に
よ
る
死
者
の
８
割
は

住
宅
火
災
か
ら
発
生
し
て
お
り
、

火
災
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
被

害
の
拡
大
を
防
い
で
く
れ
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
万
が
一
、
火
災

が
起
き
て
も
、
早
期
発
見
と
避

難
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
や
ご
家
族
の
命
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
、
早
め

に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

■
設
置
期
限

◎
既
存
住
宅　

平
成
23
年
５
月

31
日
ま
で
（
新
築
住
宅
は
、
平

成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

■
設
置
箇
所　

◎
寝
室

◎
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段

（
※
設
置
箇
所
は
、
日
高
広
域
消

防
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。）

■
種
類　

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、

火
災
に
よ
る
煙
ま
た
は
熱
を
感

知
し
て
、
火
災
の
発
生
を
警
報

音
や
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
る

機
器
で
す
。
煙
を
感
知
す
る「
煙

感
知
式
」と
、熱
を
感
知
す
る「
熱

感
知
式
」
が
あ
り
ま
す
。

　

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
の
は
、
原
則
と
し
て
「
煙
感

知
式
」
の
も
の
で
す
。

　

な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
防
災
用
品
取
扱
店
や
電
器

店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ

み
な
べ
い
な
み
な
ど
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、

品
質
を
保
証
す
る
日
本
消
防
検

定
協
会
の
鑑
定
合
格
証
「
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク
」
が
表
示
さ
れ
て
い
る

も
の
を
、
購
入
の
目
安
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
日
高
広
域
消

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

防
本
部
予
防
課
（
℡
０
７
３
８

─
63
─
２
０
０
０
）、
ま
た
は
南

部
出
張
所
（
℡
74
─
３
１
１
９
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

設
置
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
！  

５
月
31
日
ま
で

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
取
り
付
け
て
い
ま
す
か
？ 

今
年
度
も
毎
月
開
設
し
ま
す

 

行
政
・
人
権
相
談

  （
登
記
相
談
は
年
６
回
開
催
）

　

町
は
、
毎
月
１
回
（
時
間
は

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
）、

役
場
第
１
庁
舎
と
ふ
れ
愛
セ
ン

タ
ー
（
隔
月
交
代
）
で
、
行
政

相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
と
人

権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談

を
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
開
催
日
は
、毎
月
の
広
報
紙「
く

ら
し
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町

内
一
斉
放
送
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
す
。）

　

ま
た
、
５
月
、
７
月
、
８
月
、

10
月
、12
月
、翌
年
２
月
の
行
政
・

人
権
相
談
の
日
に
、
和
歌
山
地

方
法
務
局
田
辺
支
局
職
員
に
よ

る
登
記
相
談
も
合
わ
せ
て
開
設

さ
れ
ま
す
。

　

４
月
の
行
政
・
人
権
相
談
は
、

14
日
（
木
）、
役
場
第
１
庁
舎
で

開
設
す
る
予
定
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
お
知
ら
せ

　

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と
飼

い
犬
の
登
録
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
、
生
後
91
日
以
上

の
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
都

合
の
い
い
場
所
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

■
実
施
日
・
実
施
場
所

▼
４
月
15
日
（
金
）　

堺
区
民
セ

ン
タ
ー
前
～
芝
崎
会
館
～
中
川

進
物
店
様
前
～
筋
会
館
前

▼
４
月
18
日
（
月
）　

山
内
会
場

前
～
岩
代
駅
前
～
南
道
会
館
前

～
は
あ
と
館
前

▼
４
月
19
日
（
火
）　

熊
瀬
川
旧

集
出
荷
場
～
天
宝
橋
～
滝
会
場

前
～
高
城
公
民
館
前
～
東
神
野

川
会
場
前
～
大
野
洋
海
様
宅
前

～
上
軽
井
川
会
館
下
～
清
川
公

民
館
前
～
名
之
内
消
防
車
庫
横

▼
４
月
20
日
（
水
）　

旧
受
領
集

出
荷
場
～
六
十
川
バ
ス
停
～
辺

川
会
場
前
～
西
本
庄
区
民
会
館

前
～
東
本
庄
幼
児
公
園
駐
車
場

～
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
前
～
介
護

予
防
セ
ン
タ
ー
前
～
み
か
へ
り

や
様
駐
車
場
～
熊
岡
会
場
前

▼
４
月
21
日
（
木
）　

役
場
第
１

庁
舎
駐
車
場

■
料
金

▼
予
防
注
射
及
び
注
射
済
票
代

１
匹
に
つ
き
３
１
２
０
円
（
予

防
注
射
代
２
５
７
０
円
＋
注
射

済
票
代
５
５
０
円
）

▼
新
規
登
録
料　

１
匹
に
つ
き

３
０
０
０
円
（
登
録
済
み
の
犬

は
不
要
）

　

実
施
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、

広
報
４
月
号
と
一
緒
に
お
届
け

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
飼
い
犬
登
録
を

し
て
い
る
方
に
は
、
ハ
ガ
キ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

※
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
、

犬
の
所
在
地
、
所
有
者
の
住
所

な
ど
登
録
内
容
が
変
更
し
た
と

き
は
、
住
民
環
境
課
へ
届
け
出

が
必
要
で
す
。

犬を飼われている皆さんへ
　我が子のようにかわいい愛
犬のために、きちんとしつ
けし、また飼い主としてのマ
ナーと義務を守りましょう。
　愛犬と
外出する時は
フンを持ち帰る
袋をお忘れなく
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今
年
度
も
、
町
は
Ｊ
Ａ
み
な

べ
い
な
み
の
協
力
を
得
て
、
ミ

ニ
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

　

案
内
状
兼
申
込
書
は
、
35
～

79
歳
の
方
（
乳
房
が
ん
検
診
は

20
歳
以
上
・
隔
年
）
が
お
ら
れ

る
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
に
ご
留
意

の
上
、
申
込
書
に
記
入
し
、
４

月
20
日
（
水
）
ま
で
に
ふ
れ
愛

セ
ン
タ
ー
へ
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
各
種
調
査
も
兼
ね

て
い
ま
す
の
で
、
受
診
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
返
送
を
お
願
い
し

ま
す
。
最
近
転
入
し
て
き
た
な

ど
で
、
通
知
は
き
て
い
な
い
が

健
診
を
受
け
た
い
と
い
う
方
は
、

お
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
も
ミ
ニ
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

申
し
込
み
は
４
月
20
日
ま
で
に
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
へ

町の母子保健推進員さんをご紹介します。（敬称略）

ミ
ニ
ド
ッ
ク
の
内
容

■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

　

平
成
20
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
は
、
各
医
療
保
険
者
が
そ
れ

ぞ
れ
行
い
ま
す
。

　

町
（
国
保
運
営
主
体
）
が
行

う
特
定
健
診
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
35
～
75
歳

の
方
が
対
象
で
す
。
病
気
を
治

療
中
の
方
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、
腹
囲
測
定
、

血
液
31
項
目
検
査
、
診
察
な
ど

で
内
臓
脂
肪
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
は
、
健
診
の

結
果
か
ら
受
診
者
を
３
段
階
に

階
層
化
し
、
リ
ス
ク
が
高
い
段

階
の
方
に
６
か
月
程
度
の
指
導

を
行
う
予
定
で
す
。

（
昨
年
度
の
健
診
の
結
果
は
、
21

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

※
特
定
健
診
の
受
診
料
は
、
今

年
か
ら
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

※
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
40
～
74
歳
の
本
人

と
被
扶
養
者
は
、
健
保
（
医
療

保
険
者
）
な
ど
が
実
施
す
る
特

定
健
診
・
特
定
指
導
を
受
け
ま

す
。（
く
わ
し
く
は
、
勤
め
先
の

会
社
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

※
75
歳
以
上
の
方
は
、
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
実
施

す
る
健
診
・
指
導
を
受
け
ま
す
。

■
胃
・
大
腸
・
肺
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
、
子
宮
（
隔
年
）・
乳
房

（
隔
年
）
が
ん
検
診

　

国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
も
受

診
で
き
ま
す
。（
但
し
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
が
ん

検
診
を
実
施
し
て
い
る
場
合
、

本
人
は
そ
こ
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。）

■
Ｃ
型
肝
炎
検
査

　

40
歳
の
方
が
、
節
目
健
診
と

し
て
受
診
で
き
ま
す
。
今
ま
で
、

Ｃ
型
肝
炎
の
検
査
を
受
け
て
お

妊
婦
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
頼
も
し
い
味
方
！

私
た
ち
は
町
の
母
子
保
健
推
進
員
で
す

　

妊
婦
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
育
児

中
の
お
母
さ
ん
、
妊
娠
中
で
不

安
な
こ
と
や
子
育
て
で
悩
ん
で

い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

町
の
母
子
保
健
推
進
員
さ
ん

は
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
悩
み
に
、

自
ら
の
妊
娠
や
子
育
て
経
験
を

通
じ
て
助
言
し
て
く
れ
る
、
頼

も
し
く
て
あ
っ
た
か
い
相
談
役

で
す
。
ど
う
ぞ
、
身
近
の
推
進

員
さ
ん
に
遠
慮
な
く
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
親
身
に
話
を

聞
い
て
く
れ
、ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

の
保
健
師
と
の
連
絡
係
を
し
て

く
れ
ま
す
。
推
進
員
さ
ん
の
お

名
前
は
、
左
表
の
通
り
で
す
。

お 名 前 住 所 担 当 地 区
小　谷　美砂子 堺 堺
萩　野　和　美 埴　田 埴田
井　上　静　穂 〃 〃
前　岩　名保美 片　町 片町・芝
井　川　良　美 北　道 新町・北道
阪　本　和　代 南　道 南道・気佐藤・新庄
杉　本　純　子 芝　崎 芝崎
澤　竹　廣　美 東吉田 東吉田
形　部　雅　代 山　内 山内
大　﨑　智　美 東岩代 東岩代
榎　本　尚　子 西岩代 西岩代
出　崎　郁　子 谷　口 谷口
西　山　惠美子 筋 筋
松　本　美知子 徳　蔵 徳蔵
桐　本　祐　子 晩　稲 晩稲
細　川　教　代 〃 〃
　硲　　静　子 熊　岡 熊岡
二　葉　美智子 東本庄 東本庄
榎　本　真由美 〃 〃
久　保　瑞　枝 西本庄 西本庄
畦　地　惠　子 熊瀬川 熊瀬川
井　戸　悦　代 高　野 高野、土井、市井川
前　田　惠　理 島之瀬 東神野川、島之瀬
畑　谷　祥　子 滝 滝、広野
榎　本　美津代 軽井川 軽井川、木ノ川
山　﨑　美　記 名之内 大川、名之内

ら
ず
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方（
国

保
・
健
保
な
ど
と
も
）
は
、
４

月
20
日
ま
で
に
保
健
師
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
80
歳
以
上
で
が
ん
検
診
を
こ

の
健
診
で
受
け
た
い
と
い
う
方

は
、保
健
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（　
74
━
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL
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介
護
予
防
お
た
っ
し
ゃ
運
動

教
室
は
、
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
３
か
月
単
位
で
行
っ
て

お
り
、
す
で
に
７
期
目
が
修
了

し
て
い
ま
す
。

　

講
座
は
、
下
半
身
の
強
化
を

主
な
目
的
に
、
県
と
和
歌
山
大

学
が
共
同
で
開
発
し
た
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
わ
か
や
ま
シ
ニ
ア

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、「
ス
ト
レ
ッ
チ

運
動
」、「
ス
テ
ッ
プ
運
動
」、「
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど
の
運

動
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な

運
動
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
３
か
月
間
皆
さ
ん
と

「
我
ら
梅
の
里
寝
込
ま
ん
ず
」８
期
生
募
集
！

介
護
予
防
お
た
っ
し
ゃ
運
動
教
室

一
緒
に
、
無
理
の
な
い
簡
単
な

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間
／
時
間　

４
月
14

日
～
６
月
30
日
ま
で
（
３
か
月

間
、
毎
週
木
曜
日
全
11
回
）
／

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

※
日
程
は
、
都
合
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象　

65
歳
以
上
で
運
動
し

て
も
差
し
支
え
の
な
い
方

■
定
員　

20
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所　

は
あ
と
館
（
片
町
）

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
教
室
の
流
れ　

各
自
は
あ
と

館
に
集
合
→
健
康
チ
ェ
ッ
ク

（
血
圧
測
定
な
ど
）
→
運
動
教
室

（
約
１
時
間
）
→
休
憩
→
お
茶
会

（
時
々
）
→
各
自
解
散

■
自
己
負
担　

お
茶
代
（
実
費
）

参
加
申
し
込
み
は

　

４
月
11
日（
月
）ま
で

　

く
わ
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
℡
74―

８
０
６
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日　　時：4月27日（水）	13：30～15：00
場　　所：ふれ愛センター
対　　象：妊婦または 1歳未満のお子さんの保護者
受付期間：4 月 1 日（金）～ 4 月 22 日（金）	
　　　　　（先着 20 名）※申し込みが必要です
申	込	先：こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）
持	ち	物：タオル 1～ 2枚、バスタオル 1枚

プレママ＆フレッシュママ交流事業

『ベビーマッサージ』

日　時：４月13日（水）～５月18日（水）（毎週水曜日）	午後７時～９時
場　所：ふれ愛センター（東本庄）
講　師：カダラナゼル　セラピスト　岡崎仁美さん（田辺市）

健康づくり  いきいき講座
「癒しのストレッチ教室」

（どなたでも参加できます）

7 期生運動教室

無料！
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特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
等
の

手
当
額
に
つ
い
て

　

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
り
、

平
成
23
年
４
月
分
か
ら
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
障
害

者
手
当
等
の
各
手
当
額
が
、
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

産
業
課（　
72
━
１
３
３
７
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

平成 22 年度

特別児童扶養手当（１級） ５０，７５０円

　　　　〃　　　　（２級） ３３，８００円

特別障害者手当 ２６，４４０円

障害児福祉手当 １４，３８０円

福祉手当（経過措置分） １４，３８０円

平成 23 年度

５０，５５０円

３３，６７０円

２６，３４０円

１４，３３０円

１４，３３０円

今
年
度
も
消
費
生
活
相
談

会
を
毎
月
開
催
し
ま
す

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

消
費

者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山（
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）

の
協
力
を
得
て
、
消
費
生
活
相

談
会
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
さ
ん
が
、
▽

訪
問
販
売
な
ど
契
約
の
ト
ラ
ブ

ル
▽
商
品
の
苦
情
▽
生
活
の
知

識
▽
多
重
債
務
問
題
な
ど
の
相

談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　

今
年
度
も
毎
月
開
催
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

尚
、
開
催
日
は
、
毎
月
の
広

報
紙
「
く
ら
し
の
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

４
月
は
、
次
の
通
り
開
催
し

ま
す
。

▼
開
催
日
時　

４
月
８
日
（
金
）

午
後
１
時
～
４
時

▼
開
催
場
所　

ふ
れ
愛
セ
ン

タ
ー　

１
階
会
議
室

　

く
わ
し
く
は
、
産
業
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
７
月
24
日
で
地
上

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
み
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ま
で

に
皆
様
の
テ
レ
ビ
を
、「
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
」
に
対
応
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
地
デ

ジ
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。

　

地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
た
め
に

は
、
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
へ

の
買
い
替
え
、
ま
た
は
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
へ
の
地
デ
ジ
対
応

チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
が
必

要
で
す
。
早
め
に
地
デ
ジ
の
準

備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
地
デ
ジ
の
準
備
に

あ
た
り
、「
何
を
準
備
す
れ
ば
よ

い
か
分
か
ら
な
い
」、「
地
デ
ジ

対
応
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
た
の

に
受
信
で
き
な
い
」
な
ど
、
地

デ
ジ
に
関
し
て
お
困
り
の
際
は
、

下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

（
地
デ
ジ
）の
準
備
は

　

お
済
み
で
す
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

総
務
省
和

歌
山
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
℡
０
７
３
─
４
０
３

─
４
１
４
１
）

「子どもと高齢者の交通事故防止」

★自転車の安全利用の推進	★全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹底　★飲酒運転の根絶

春の全国交通安全運動
５月11日（水）～５月20日（金）は

５月20日は「交通事故死ゼロを目指す日」です！

み
な
べ
町
選
挙
管
理
委
員
会

新
委
員
長
に
桝
井
さ
ん
、

新
委
員
に
堅
田
さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

　

永
井
實
選
挙
管
理
委
員
長（
西

岩
代
）
の
辞
任
に
伴
い
、
補
充

員
の
堅
田
美
代
子
さ
ん
（
東
吉

田
）
が
、
新
し
く
選
挙
管
理
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
開
か
れ
た
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
い
て
、
同
委
員
の

桝
井
宏
さ
ん
（
山
内
）
が
、
選

挙
管
理
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

桝井宏さん堅田美代子さん

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

地
デ
ジ
放
送
対
応
で
、
テ
レ

ビ
局
、
町
や
総
務
省
な
ど
の
関

係
機
関
が
、
お
金
を
請
求
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

地
デ
ジ
放
送
へ
の
移
行
に

便
乗
し
た
詐
欺
や
悪
質
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

保
健
福
祉
課（　
72
━
２
５
４
４
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL
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※対象のお子さんには、案内状（問診票同封）を送ります。

※対象のお子さんには、学校を通じて案内状（予診票同　
　封）を配付します。

4月7日（木）
平成22年2月・3月生まれのお子さん

生後3か月以上6か月未満のお子さん
（やむを得ない場合は1歳まで）

13：00～13：20麻しん風しん混合（1期）

4月14日（木） 13：00～13：20Ｂ Ｃ Ｇ

平成22年7月～11月生まれのお子さん
4月20日（水） 13：00～13：20三 種 混 合

ふれ愛センター

※対象の新中学1年生には、3月中に各小学校を通じて
　案内状（問診票同封）を渡しています。

（対象：新中学1年生）
4月1日（金）
4月5日（火）

麻しん風しん（Ⅲ期）

ふれ愛センター（対象：上南部小5年生） 4月15日（金）日 本 脳 炎

ふれ愛センター（対象：南部小５年生・6年生男子） 4月18日（月）
日 本 脳 炎

ふれ愛センター（対象：南部小6年生女子）4月19日（火）
日 本 脳 炎

高城小学校（対象：高城小2・3・4・5年生）4月22日（金）
日 本 脳 炎

ふれ愛センター（対象：上南部小2・3・4年生）4月26日（火）
日 本 脳 炎

（平成21年8月・9月生まれ） 4月13日（水） 13：00～13：301 歳 6 か月児健診

9：00～10：30堺漁港→12：00～14：00㈱ウメタ様駐
車場→14：30～17：00はあと館（社会福祉センター）前

5月11日（水） 南部ライオンズクラブ・町共催

４月の保育所開放は、全園お休みです。

　平成23年4月より、子宮頸がん予防ワクチン接種が始まり
ます。
対象：平成7年4月2日～平成11年4月1日生まれの女の子
接種医療機関：町内指定医療機関
　対象者の方には、案内状（予診票同封）を送ります。現在ワ
クチンが不足しており、希望されてもすぐに接種できないこと
が考えられますが、お早めに各医療機関で予約してください。

子宮頸がん予防ワクチン接種のお知らせ

　昨年、町（国保運営主体）が国保に加入している40 ～
74 歳の方を対象に行った国保特定健診を受診した方は、
1,452人（男性 682人・女性 770人）（対象者の約 35.4％）
でした。そのうちメタボ予備軍と診断された方は114人（男
性 84 人・女性 30 人）、メタボ該当者と診断された方は
191人（男性 145人・女性 46人）でした。
　なお、昨年８月から約半年間、特定保健指導の対象者
123人に特定保健指導として「健康塾」が開催されました。
教室には延べ 130 人の方が参加し、メタボ解消のため食
生活の改善や運動などに取り組みました。その結果、最も
減った方で体重では 6.4㌔、腹囲では12 ㌢減りました。参
加者は、今年 7 月の国保特定健診での卒業を目指してい
ます。体の中は見えません。健診を受けて、毎年健康
チェックをしましょう。

昨年の国保特定健診の結果

 対象者は、40歳～79歳までの方で、費用は無料です。
検査内容は、血液検査（ＰＳＡ検査）です。
　また、今年からミニドック健診の費用は、すべて無料にな
りました。（医療機関検診除く）国保加入者の方は、前立
腺がん診査と特定健診（血液・検尿など）が、同時にでき
ますので、セットで受けましょう。（対象者40歳～75歳）
　特定健診を受けると、毎日の生活習慣（食事・アルコー
ル・運動）が、自分の体にどのように影響しているかを知る
ことができます。5年後、10年後の「あなたの体」を予想で
きます。ぜひ国保加入者の方は、特定健診とがん検診を
セットで受けて、自分の体を知って健康管理をしましよう。

平成23年度から 前立腺がん検診が始まります

　町は、平成23年度（23年4月1日～24年3月31日）中
に40歳、50歳、60歳、70歳になる皆さんを対象に、
節目の歯周病検診を実施します。生涯自分の歯でお
いしく食べるため、ぜひ受診してください。（受診は
無料。但し、治療は自己負担）
　受診期間は4月から来年3月までで、県内の歯周疾
患検診実施医療機関で受診できます。
　くわしくは、4月中に対象者へお届けする案内状
（問診票・受診券同封）をご覧ください。

今年度40・50・60・70歳になる皆さん
節目の歯周病検診を受けましょう

　～はあと館（社会福祉センター）～
4月1日（金）・8日（金）・15日（金）・22日（金）

18：00～20：00→トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00→健康リズム体操
                 　  音楽に合わせて行う楽しい体操です。

どなたでも御参加ください。参加費は無料です。
講師：運動指導士　中図弥生さん（東吉田）

トレーニング教室

　メタボリックシンドローム予防や生活習慣病についての相
談や、血圧測定を行います。お気軽にご相談ください。

春の脱メタボ健康相談
◆日時：４月21日（木）13：30～15：30
◆場所：Ａコープみなべ
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◆南部幼年長・年中児、浜遊び
◆日本脳炎予防接種
　対象：高城小2・3・4・5年生
　高城小
◆南部長寿大学（入学式・「行政
　講演会」、南部公民館）

（    　　   　　　   ）
（　　　　　　　　）

（　　　　　　　  ）

（　　　　　　  ）

４月の消費生活相談会
8日（金）13：00～16：00
ふれ愛センターで
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

４月の人権・行政相談
14日（木）13：30～15：30
第1庁舎で
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童
委員さんと一体になって活動す
る主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

４月の県による巡回職業相談
28日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局産業総
務課（℡0738 -24 -2946）へ。

4月は

第２土曜日　午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

世界自閉症啓発デー

世界保健デー

製品安全点検日

発明の日

法テラスの日

子ども読書の日

◆岩代地区春季招魂祭
　（10：30～・岩代小）
◆麻しん風しん（Ⅲ期）予防接種
（対象：新中学1年生・ふれ愛センター）

◆高城保・清川保、入園式
◆愛之園保、入園・進級式
◆麻しん風しん（Ⅲ期）予防接種
（対象：新中学1年生・ふれ愛センター）

◆南部小、入学式

◆南部地区春季招魂祭
　（10：30～・鹿島神社）

◆狂犬病予防集合注射

◆岩代小、対面式

◆高城小6年生・清川小6年生
　修学旅行（～28日）
◆南部小、春の遠足
◆高城中、交通安全教室
◆南部幼年長児、梅工場見学
◆日本脳炎予防接種
　対象：上南部小2・3・4年生
　ふれ愛センター
◆こひつじランド第1回育児講座
　「ママ交流会」
　（10：00～・ふれ愛センター）

◆高城地区春季招魂祭
　（13：30～・高城天宝神社）
◆岩代小3年生、自転車教室
◆清川中、交通安全教室
◆1歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆清川中、授業参観・ＰＴＡ総会
◆清川小1～５年生、遠足
◆プレママ＆フレッシュママ交流
　事業「ベビーマッサージ」、
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆三種混合予防接種、
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆狂犬病予防集合注射

◆南部保・上南部保、入園式
◆白梅幼、始業式
◆麻しん風しん混合（1期）予防
　接種（13：00～・ふれ愛センター）

◆清川地区春季招魂祭
　（13：30～・清川天宝神社）
◆人権・行政相談
　（13：30～・第1庁舎）
◆ＢＣＧ予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆高城小、授業参観・ＰＴＡ総会
◆清川小、授業参観・ＰＴＡ総会
◆春の脱メタボ健康相談
　（13：30～・Ａコープみなべ）
◆狂犬病予防集合注射
◆（役場第１庁舎駐車場）

◆南部小、ＰＴＡ総会
◆上南部小、授業参観
◆高城小、遠足
◆高城中、授業参観・ＰＴＡ総会
　学年懇談会
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆各小・中学校、新任式・始業式
◆岩代小・上南部小・高城小・
　清川小、入学式
◆南部中・上南部中・高城中・
　清川中、入学式
◆南部幼、始業式・入園式
◆白梅幼、入園式
◆ひかり保・始業式
◆消費生活相談会
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部地区春季招魂祭
　（13：30～・須賀神社）
◆日本脳炎予防接種、（対象：
　上南部小5年生・ふれ愛センター）
◆狂犬病予防集合注射

◆ひかり保、入園式
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆愛之園保、親子はじめまして会

◆南部幼、親子ふれあい ◆ビデオ上映会（大人向け）、
　（14：00～・ゆめよみ館）

昭和の日

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

４月の田辺年金事務所年金相談
9日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

（    　　    ）堺区民センター前～芝崎
会館～中川進物店様前～
筋会館前

（    　　   ）
熊瀬川旧集出荷場～天宝橋
～滝会場前～高城公民館前
～東神野川会場前～大野洋
海様宅前～上軽井川会館下
～清川公民館前～名之内消
防車庫横 （    　　   ）

旧受領集出荷場～六十川
バス停～辺川会場前～西本
庄区民会館前～東本庄幼児
公園駐車場～ふれ愛センタ
ー前～介護予防センター前
～みかへりや様駐車場～
熊岡会場前

（　      　　    ）山内会場前～岩代駅前～
南道会館前～はあと館前

食育の日

◆狂犬病予防集合注射

◆緑の募金（～5月31日）  ◆未成年者飲酒防止強調月間  ◆科学技術週間（18日～24日）
◆みどりの月間（4月15日～5月14日）

◆日本脳炎予防接種
　対象：南部小6年生女子
　ふれ愛センター

◆日本脳炎予防接種
　対象：南部小5年生・6年生
　男子、ふれ愛センター
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◆南部幼年長・年中児、浜遊び
◆日本脳炎予防接種
　対象：高城小2・3・4・5年生
　高城小
◆南部長寿大学（入学式・「行政
　講演会」、南部公民館）
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（　　　　　　　  ）
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　（10：30～・岩代小）
◆麻しん風しん（Ⅲ期）予防接種
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◆高城保・清川保、入園式
◆愛之園保、入園・進級式
◆麻しん風しん（Ⅲ期）予防接種
（対象：新中学1年生・ふれ愛センター）

◆南部小、入学式

◆南部地区春季招魂祭
　（10：30～・鹿島神社）

◆狂犬病予防集合注射

◆岩代小、対面式

◆高城小6年生・清川小6年生
　修学旅行（～28日）
◆南部小、春の遠足
◆高城中、交通安全教室
◆南部幼年長児、梅工場見学
◆日本脳炎予防接種
　対象：上南部小2・3・4年生
　ふれ愛センター
◆こひつじランド第1回育児講座
　「ママ交流会」
　（10：00～・ふれ愛センター）

◆高城地区春季招魂祭
　（13：30～・高城天宝神社）
◆岩代小3年生、自転車教室
◆清川中、交通安全教室
◆1歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆清川中、授業参観・ＰＴＡ総会
◆清川小1～５年生、遠足
◆プレママ＆フレッシュママ交流
　事業「ベビーマッサージ」、
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆三種混合予防接種、
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆狂犬病予防集合注射

◆南部保・上南部保、入園式
◆白梅幼、始業式
◆麻しん風しん混合（1期）予防
　接種（13：00～・ふれ愛センター）

◆清川地区春季招魂祭
　（13：30～・清川天宝神社）
◆人権・行政相談
　（13：30～・第1庁舎）
◆ＢＣＧ予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆高城小、授業参観・ＰＴＡ総会
◆清川小、授業参観・ＰＴＡ総会
◆春の脱メタボ健康相談
　（13：30～・Ａコープみなべ）
◆狂犬病予防集合注射
◆（役場第１庁舎駐車場）

◆南部小、ＰＴＡ総会
◆上南部小、授業参観
◆高城小、遠足
◆高城中、授業参観・ＰＴＡ総会
　学年懇談会
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆各小・中学校、新任式・始業式
◆岩代小・上南部小・高城小・
　清川小、入学式
◆南部中・上南部中・高城中・
　清川中、入学式
◆南部幼、始業式・入園式
◆白梅幼、入園式
◆ひかり保・始業式
◆消費生活相談会
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部地区春季招魂祭
　（13：30～・須賀神社）
◆日本脳炎予防接種、（対象：
　上南部小5年生・ふれ愛センター）
◆狂犬病予防集合注射

◆ひかり保、入園式
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆愛之園保、親子はじめまして会

◆南部幼、親子ふれあい ◆ビデオ上映会（大人向け）、
　（14：00～・ゆめよみ館）

昭和の日

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

４月の田辺年金事務所年金相談
9日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

（    　　    ）堺区民センター前～芝崎
会館～中川進物店様前～
筋会館前

（    　　   ）
熊瀬川旧集出荷場～天宝橋
～滝会場前～高城公民館前
～東神野川会場前～大野洋
海様宅前～上軽井川会館下
～清川公民館前～名之内消
防車庫横 （    　　   ）

旧受領集出荷場～六十川
バス停～辺川会場前～西本
庄区民会館前～東本庄幼児
公園駐車場～ふれ愛センタ
ー前～介護予防センター前
～みかへりや様駐車場～
熊岡会場前

（　      　　    ）山内会場前～岩代駅前～
南道会館前～はあと館前

食育の日

◆狂犬病予防集合注射

◆緑の募金（～5月31日）  ◆未成年者飲酒防止強調月間  ◆科学技術週間（18日～24日）
◆みどりの月間（4月15日～5月14日）

◆日本脳炎予防接種
　対象：南部小6年生女子
　ふれ愛センター

◆日本脳炎予防接種
　対象：南部小5年生・6年生
　男子、ふれ愛センター
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